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針路
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
誰

も
が
今
ま
で
以
上
に
健
康

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
で
あ

ろ
う
▲
私
の
健
康
に
つ
い
て

　
６
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
全
労
連
四
国
地
区
協
議
会
は
、
全
国
一
律
の
最

低
賃
金
制
度
の
確
立
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
の
抜

本
的
拡
充
を
求
め「
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
こ
そ

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て「
内
需
の
拡
大
」が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
低
賃
金
、
大
幅
引
き
上
げ

中
小
企
業
支
援
拡
充
求
め
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
こ
そ
内
需
拡
大
を

　
全
労
連
四
国
地
区
協
議
会
は
、
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
で
の
議
論
が
始
ま
る

前
の
こ
の
時
期
に
、
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
確
立
と
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る

中
小
企
業
への
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
、

四
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
要
請
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
県

労
連
や
労
働
局
へ寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
内

容
に
つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
経
済
の
立
て
直
し
に

は
内
需
の
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

「
最
低
賃
金
」の
位
置
付
け
が
変
わ
る

　
高
知
県
労
連
の
牧
書
記
長
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
最
低
賃
金
の
位
置
付
け

が
変
わ
っ
て
く
る
。『
地
産
外
商
』や『
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
』
な
ど
政
府
や
地
方
は
『
外

需
の
獲
得
』を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
っ
て
外
需
が
遮
断
さ
れ
、
経
済
は
一

気
に
停
滞
し
た
。
外
需
に
頼
っ
た
政
策
は

紹
介
す
る
。
目
覚
め
て
か
ら
、
最
高
血

圧
・
最
低
血
圧
・
脈
拍
・
脈
圧
、
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
体
脂
肪
率
・
骨
格
筋
率
・
内

臓
脂
肪
レ
ベ
ル
・基
礎
代
謝
・体
年
齢
を

測
る
。
血
圧
は
、
就
寝
前
に
も
測
る
。

そ
し
て
、
出
来
る
時
間
で
、
テ
レ
ビ
体
操

の
録
画
を
見
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
体
操
（第

一
・
第
二
）
を
２
回

（２
０
分
）
を
行

う
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
腕
立
て
伏
せ
１
０
回
と
腹
筋
１

５
回
を
２
回
繰
り
返
す
。
午
後
は
１
時

間
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
▲
記
録
は
１
０

年
日
記
に
記
入
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年

か
ら
始
め
６
年
目
に
な
る
が
、
５
月
３
１

日
の
日
記
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
昨
年

の
記
録
が
ペ
ー
ジ
の
す
ぐ
上
の
段
に
書
い

て
あ
る
。
２
０
１
５
年
５
月
３
１
日
ま
で

が
見
え
る
の
で
、
過
去
の
記
録

（１
年

毎
の
身
体
の
変
化
）
や
心
情
の
変
化
が

一
目
瞭
然
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
毎
日
書
く
の
は
大
変
だ
。
記
録
を

忘
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
別
に
気
に
せ
ず

続
け
る
こ
と
が
大
切
。
ペ
ー
ジ
を
め
く

れ
ば
、
昨
年
の
昨
日
や
一
昨
日
が
あ
る

か
ら
問
題
な
い
。
日
記
を
始
め
て
か
ら

は
、
毎
日
が
貴
重
で
あ
る
こ
と
が
実
感

で
き
る
。
日
記
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
来
年
か
ら
で
な
く
、
今
か
ら
始
め

よ
う
。
来
年
の
今
日
か
ら
は
、
毎
日
が

自
分
だ
け
の
楽
し
み
に
な
る
（橋
）

災
害
に
弱
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
今
後
は
、
確
実
に
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ

の
大
地
震
な
ど
の
震
災
に
備
え
、
地
域

で
経
済
を
回
す
『
地
域
循
環
型
経
済
』

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
最
低
賃
金
は
『
こ
れ
以
下
の
金
額

で
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
』と
い
う
法
律

面
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
経
済
底
上
げ
の
産
業
政
策
と

い
う
側
面
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
労

働
局
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
視
点
を

持
っ
て
、
県
と
連
携
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

経
済
波
及
効
果
の
検
証
を

　
高
知
県
労
連
は
こ
の
間
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の

試
算
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
経
済

を
守
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
政
策
と
し
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
創

設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
為
で

す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
、
単
に

「
労
働
者
の
生
計
費
」
と「
企
業
の
支
払

能
力
」の
対
立
で
は
な
く
、「
地
域
経
済

の
活
性
化
（底
上
げ
）」
と
い
う
労
使
共

通
の
政
策
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
ま
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
っ
て
、
外
需
頼
み
の

政
策
の
限
界
が
は
か
ら
ず
も
露
呈
し
ま

し
た
。
今
こ
そ
、
外
需
だ
け
に
頼
ら
ず
、

内
需
も
し
っ
か
り
と
底
上
げ
を
す
る
政

策
へと
舵
を
切
る
時
で
す
。
政
府
は
、
コ

ロ
ナ
支
援
対
策
と
し
て
、
社
会
保
険
料

の
減
免
や
税
の
減
免
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
出
来
な
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
も
政
治
が
決
断
す
れ
ば
可
能
だ
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
最
低

賃
金
の
底
上
げ
支
援
の
拡
充
に
後
ろ
向

き
な
姿
勢
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

労働局前集会

高知労働局要請の様子
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何
で
も
電
話
相
談
会
を
実
施

深
刻
「
コ
ロ
ナ
禍
」
浮
き
彫
り

　
６
月
６
日
、
全
国
一
斉
で
「
コ
ロ
ナ
災

害
を
乗
り
越
え
る
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
な
ん
で
も
電
話
相
談
会
」が
取
り

組
ま
れ
、
高
知
で
も
県
労
連
・高
知
県

商
工
団
体
連
合
会
・
う
ろ
こ
の
会
・
弁

護
士
が
共
同
し
て
相
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
国
で
１
１
２
５
件
、
高
知
は

県
内
外
か
ら
３
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
深
刻
化
す
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
状

況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
引
き
下
げ
圧
」
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

労
働
条
件
守
る
職
場
の
闘
い
を
旺
盛
に
進
め
よ
う

　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
と
い
う
「
未
曽
有
の
事
態
」
の
中

で
、
春
闘
と
夏
季
一
時
金
の
闘
い
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
場
の
ス
ト
ッ

プ
や
外
出
の
規
制
な
ど
に
よ
る
世
界

的
不
況
の
中
で
県
内
企
業
の
減
収
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
引
き
下
げ
圧
」の
中
で
、
前
年
同
額

の
賃
上
げ
を
獲
得
し
て
い
る
組
織
を

紹
介
し
ま
す
。

　
特
殊
製
鋼
所
労
組
は
、
貨
物
船
の

ベ
ル
マ
ウ
ス
（錨
を
下
ろ
す
穴
）
な
ど

作
成
す
る
鋳
造
工
場
の
労
働
組
合
で

す
。
主
に
海
外
の
大
型
貨
物
船
の
受

注
が
中
心
の
た
め
、
世
界
的
な
不
況

の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
企
業
側
は
業
績
悪
化

を
懸
念
し
、
賃
金
引
き
上
げ
に
は
消

極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
。

　
組
合
側
は
、「
過
去
１
０
年
で
、
５

０
０
０
円
１
回
、
４
０
０
０
円
台
２

回
、
３
０
０
０
円
台
７
回
の
昇
給
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
２
年
間
で
２
０
人

ほ
ど
の
労
働
者
が
退
職
す
る
状
況
の

中
で
、
ど
う
や
っ
て
労
働
者
を
引
き

留
め
る
の
か
」を
会
社
に
質
し
、
他
社

と
の
賃
金
格
差
の
是
正
を
求
め
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
の
最
終
利
益
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
退

職
し
た
労
働
者
の
穴
を
埋
め
て
き
た

労
働
者
が
こ
れ
以
上
退
職
し
な
い
よ

う
、
人
への
投
資
を
「
賃
上
げ
」
と

い
う
形
で
示
す
べ
き
、
と
詰
め
寄
り

ま
し
た
。

　
結
果
、
業
績
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
中
で
、
昨
年
同
額
の
賃
上
げ
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ

て
、「
内
需
の
拡
大
」
が
日
本
経
済
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
で

し
っ
か
り
と
循
環
す
る
経
済
を
作
る
こ

と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
震
災
の
被
害
を

「
減
災
」
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
大
き
な
視
点
か
ら

も
、
賃
金
・労
働
条
件
を
引
き
下
げ

さ
せ
な
い
闘
い
を
旺
盛
に
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

1 1125
男性 445

374 女性 393
うち、生活保護関連 95

うち、給付金・助成金 225 正社員 95
54 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 157

家賃 17 契約社員 29
住宅ローン 9 派遣 48

24 請負・個人事業主 79
256 自営業 75

95 無職 175

23 その他 52
164

～10万 126
1 ～20万 273

14 ～30万 14
37 ～40万 4

103 ～50万 0
170 51万～ 6

150

165

4

2

3
40代

50代
60代

70代

性別別相談件数

月収別相談件数

職業・地位別相談件数

5

6

家庭問題
健康問題

その他

10代
20代

30代

相談者の年齢別件数

相談件数

分野別相談件数
生活費問題

住宅問題

債務問題

労働問題

全国の集計結果

弁
護
士
も
積
極
的
に
参
加

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
東
京
の
実
行

委
員
会
の
呼
掛
け
に
呼
応
し
た
形
で
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
弁
護
士
と
司
法
書

士
の
方
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
た
こ

1 相談件数 30

11

うち、生活保護関連 3

うち、給付金・助成金 8

3
2

7

うち、休業補償 4

うち、解雇問題 3

1
3

3

労働問題

家庭問題

健康問題

その他

2

相談内容

生活費問題

住宅問題

債務問題

高知県の集計結果

と
も
あ
り
、
高
知
県
で
の
開
催
に
つ
い

て
も
、
弁
護
士
の
方
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（南
弁
護
士
、

山
口
弁
護
士
、
武
内
弁
護
士
、
福
元

弁
護
士
）。

四
国
各
地
か
ら
相
談

　 

今
回
の
相
談
は
、
全

国
一
斉
で
行
わ
れ
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
優

先
着
信
先
を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
で
振
り
分
け
た
た

め
、
高
知
に
も
四
国

各
地
か
ら
の
相
談
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
生
活
保
護

や
給
付
金
に
関
す
る
生
活
費
に
つ
い
て
の

相
談
で
し
た
。
次
い
で
、
休
業
補
償
や

解
雇
に
関
す
る
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
で
し
た
。
３
月
の
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
で
は
、
休
業
に
つ
い
て
の
相
談
が
大

多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

解
雇
が
労
働
相
談
の
約
半
数
を
占
め
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
急
速
な
雇
用
環
境

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
東
京
の
実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
も

８
月
と
１
０
月
に
電
話
相
談
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
高
知
県
に
お
い
て
も
、
今

後
は
「
あ
っ
た
か
村
実
行
委
員
会
」
（年

末
の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
組

織
）
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
目
指
し
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

電話相談会の様子
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県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

県
統
一
労
組
懇
と
県
労
連
結
成
の
こ
ろ
②

高
知
県
労
連
元
委
員
長

                         
　
國
松
　
勝

県
労
連
結
成
準
備
会
へ

中
央
で
は
、
労
働
者
・国
民
の
く

ら
し
に
犠
牲
を
強
い
る「
臨
調
行
革

路
線
」
の
攻
撃
を
よ
そ
眼
に
、
労
働

戦
線
の
右
翼
的
再
編
が
同
盟
主
導

で
進
め
ら
れ
、
総
評
は
機
能
不
全

と
い
う
状
況
で
し
た
。
右
翼
的
再
編

に
反
対
す
る
労
働
組
合
は
全
国
集

会

（１
万
人
）
を
開
き
、「
資
本
と

政
党
か
ら
独
立
」
し
、「
労
働
者
、

国
民
の
利
益
を
守
る
」ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
確
立
の
決
意
を
固
め
、
そ
の

準
備
に
全
国
で
取
り
か
か
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
、
１
９
８

９
年
６
月
２
３
日
、
高
知
市
共
済
会
館

で「
高
知
県
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
結
成
準

備
会
総
会
」
が
開
か
れ
、
５
１
単
組
２

８
０
名
を
超
え
る
労
働
者
が
参
加
、
全

国
で
７
番
目
の
結
成
準
備
会
が
誕
生
し

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
山
中
正
博
準
備
会
委

員
長
（市
町
村
職
労
）、
國
松
勝
事
務

局
長
（高
知
高
教
組
）
を
選
出
し
、
三

つ
の
小
委
員
会
（組
織
・
財
政
、
綱
領
・

規
約
、
機
構
・
人
事
）
の
設
置
と
責
任

者
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
確
認
さ
れ
、
ロ
ー

カ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
で

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
８
月
９
日
、
第
３
回
準

備
会
は
、
三
つ
の
小
委
員
会
の
報
告
を

受
け
、
「
素
案
」
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
１
０
月
２
１
日
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル
で

結
成
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、

「
連
合
」
路
線
に
反
対
す
る
す
べ
て
の
労

働
者
・労
働
組
合
に
討
議
資
料
に
基
づ

く
活
発
な
討
論
と
意
思
統
一
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
準
備
会
の
綱
領
・
規
約
・

組
織
・
財
政
・
機
構

（案
）
を
発
表
、

全
組
合
員
と
労
働
組
合
に
資
料
を
配

布
し
、
討
議
を
要
請
し
ま
し
た
。
三
つ

の
小
委
員
会
で
は
、
参
加
単
組
す
べ
て

の
代
表
者
が
素
案
づ
く
り
に
加
わ
り
、

素
案
が
練
り
あ
げ
ら
れ
、
民
主
主
義

が
貫
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た

ち
の
大
き
な
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け
県
労
連
結
成

１
９
８
９
年
１
０
月
２
１
日
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ

ホ
ー
ル
は
、
結
成
総
会
に
駆
け
付
け
た

労
働
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
参
加
単

組
の
旗
を
掲
げ
た
労
働
者
が
音
楽
と
と

も
に
入
場
し
、
組
合
旗
が
林
立
す
る
中

で
総
会
の
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
兼
松
利

彦
議
長
（県
国
公
）
を
選
出
、
準
備
会

の
掲
げ
た
綱
領
・
規
約
な
ど
、
す
べ
て

の
素
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
日

本
で
初
め
て
の
高
知
県
ロ
ー
カ
ル
セ
ン

タ
ー「
高
知
県
労
働
組
合
総
連
合
」（略

称
・
県
労
連
・
５
６
単
組
１
万
６
０
０
０

名
）
が
結
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。
全
労

連
結
成
よ
り
も
一
カ
月
早
い
時
期
の
こ

と
で
し
た
。

結
成
後
の
主
な
た
た
か
い
と

　　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
結
成

　　　　                  　
四
国
総
行
動

　
県
労
連
結
成
後
「
臨
調
行
革
路
線
」

と
の
た
た
か
い
は
一
層
激
し
さ
を
増
し

ま
し
た
。
中
曽
根
内
閣
は
、「
国
鉄
分

割
民
営
化
」
と
同
時
に
、
国
労
・
全

動
労
組
合
員
の
大
量
解
雇
と
清
算
事

業
団
への
大
量
配
転
な
ど
、
国
鉄
労

働
組
合
破
壊
と
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
な
ど

の
国
鉄
分
割
民
営
化
を
一
体
的
に
国

家
ぐ
る
み
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
総

評
・
県
評
は
す
で
に
機
能
不
全
に
陥

り
、
有
効
な
た
た
か
い
も
組
織
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。

四
国
の
各
県
労
連
は
、
全
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
つ
く
り
、
国
労
・

全
動
労
へ
の
不
当
な
首
切
り
撤
回
、

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
た
た
か
い
を
連
帯
し

て
進
め
、
当
時
の
国
鉄
四
国
総
局
（民

営
化
後
は
Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
）と
の
交
渉

を
門
前
払
い
を
は
ね
の
け
て
重
ね
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
た
た
か
い
を
通

し
、
今
で
は
春
闘
時
期
に
四
国
総
行

動
と
し
て
定
着
さ
せ
、
国
民
の
切
実

な
要
求
で
、
国
の
出
先
機
関
や
四
国

電
力
や
Ｊ
Ｒ
四
国
本
社
と
の
交
渉
を

通
じ
、
要
求
実
現
の
要
と
し
て
の
現
在

も
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま

す
。

国
民
平
和
大
行
進
が
高
知
入
り

　　　　　
想
い
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
に

６
月
７
日
、
愛
媛
県
と
の
県
境
に

て
、
２
０
２
０
年
国
民
平
和
大
行
進
の

横
断
幕
が
高
知
へ引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、「
密
」
を
避
け
た
少
数
（２
３
名
）

で
の
引
き
継
ぎ
式
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
３
週
間
を
か
け
て
高
知
を
横
断

し
、
６
月
２
８
日
に
東
洋
町
か
ら
徳
島
へ

横
断
幕
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
今
年
の

平
和
行
進
は
、
多
く
の
所
で
行
進
を
取

り
止
め
て
い
ま
す
が
、
高
岡
な
ど
の
一

部
の
地
域
で
は
、
行
進
を
行
う
予
定
で

す
。６

月
２
０
日
（土
）
１
６
時
よ
り
、
高

知
市
で
は
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
を
県

庁
前
交
差
点
で
実
施
し
ま
す
。

宿毛の引継ぎの様子

結成大会

結成準備会発足総会
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
７

月
７
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
０
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
シ
ン
ネ
ン
ド
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
通
り
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①――の一手、――が強い　③真紅　⑤遥か昔、往時　⑦

料理を――見しながら塩加減を調整　⑧上の対　⑩陰気の対

　⑫入学――、結婚――　⑭室外の空気　⑯遠距離を泳ぐ

こと

【タテのカギ】 ①兄弟姉妹

の息子　②ジュニアの対　

③――と後ろ　④いろは

――、 ――取り　⑥息子と

娘。 帰国――　⑧すっかり

ご無沙汰しているので帰省

するにも――が高い　⑨教

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

　　

「
な
か
ま
」
こ
う
ち
生
協
労
組

棚
を
作
る
（清
水
広
志
）

　
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。

　
大
変
な
今
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
、
お
過
ご
し
で

す
か
？
家
か
ら
、
出
る
な
と
言
わ
れ

て
も
、
生
活
す
る
に
は
、
買
い
物
や

や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
し
、
だ
か
ら
、

家
か
ら
あ
ま
り
出
な
い
で
、
や
れ
る

こ
と
を
考
え
て
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
や
る
こ
と
に

し
、
押
し
入
れ
に
棚
を
作
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
妻
の
貴
美
子
さ
ん
に
高

さ
と
か
、
何
を
入
れ
る
の
か
と
か 

、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
。

<

材
料>

パ
イ
ン
材
　
米
国
産
松
の
木

で
す
。
（１
枚
・
税
込
み
・
２
５
３
円
・

１
８
３
０
㎜×

８
８
㎜×

２
０
㎜
）、

丸
釘
（約
１
５
０
本
・
１
１
２
円
）、
電

岡
部　

史
裕　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

土
居　

雅
代　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
国
公
）

田
島　

美
悠　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

気
ド
リ
ル
、
メ
ジ
ャ
ー
、
の
こ
ぎ
り
、

紙
や
す
り
、
金
槌

<

ポ
イ
ン
ト>

電
気
ド
リ
ル
で
、
も
ん

で
お
い
て
、
く
ぎ
を
打
つ
と
ま
っ
す

ぐ
に
打
て
ま
す
。
（安
い
だ
け
あ
っ

て
、
節
が
あ
っ
た
り
し
て
、
ま
っ
す
ぐ

に
く
ぎ
が
打
て
な
い
の
で
電
気
ド
リ
ル

で
も
ん
で
か
ら
、
く
ぎ
を
打
つ
と
簡

単
に
綺
麗
に
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
）一
つ
の
棚
と
足
の
部
分
を
作
る

の
に
、
５
～
６
枚
で
で
き
ま
す
。
あ

と
で
、
使
い
こ
ご
ち
が
悪
け
れ
ば
、

高
さ
も
変
更
で
き
る
よ
う
に
押
し
入

れ
の
壁
に
は
打
ち
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

設
計
図
さ
え
で
き
れ
ば
、
１
時
間
位

あ
れ
ば
、
で
き
ま
す
。
収
納
が
ふ
え

た
の
で
、
今
ま
で
入
ら
な
か
っ
た
大

き
な
鍋
や
梅
漬
け
用
の
甕
な
ど
を

片
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
れ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。
結

構
楽
し
か
っ
た
で
す
。

上の２つを収納する棚を作ったそうです

おたよりの紹介

○事業者の補償が円滑に進まず、継続が困難となる事例を耳に

する。 自助・共助だけでは限界がある。 公助を充実させるため

に国だけでなく、市としても知恵を働かせる必要がある。自治労

連 （Ｎ ・ Ｔ）

○臨時休校要請、使えないマスク、テレワーク推進…政府の迷

走ぶりに疲労を感じる今日この頃です。地震も起きているのに、

この夏、 自然災害が無いことを祈るばかりです。 自治労連 （Ｓ・

Ｙ）

○全国でも、最低賃金の低い高知県にとっては、その引き上げ

は、地域の振興や活性化に欠かせません！自治労連（Ｒ・Ｍ）

○国の情勢、並びに四国、県ともに分かりやすい掲載です。「な

かま」のローカルな話題＆写真にも、ほっこり。いつも楽しみに

拝見させていただいています。 県国公 （Ｍ・Ｄ）

○新型コロナウイルスの影響で、本市でも議員や特別職の給料

の削減がありました。それに伴い、今後職員の賃金が下げられ

ないかどうか気になります。そういった点を記事で見たいと思い

ました。 自治労連 （Ｆ ・ Ｏ）

育、 教訓　⑪手洗いと――の励行　⑬ウ

イルスと細――は異なる　⑮――風と太陽


